
熊本都市圏総合交通計画協議会
第４回 委員会

令和６年 ５月３０日（木）



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール
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令和7年度
都市交通マスタープラン策定

令和6年度
現況分析・将来予測

令和5年度
事前検討・実態調査

令和4年度
事前検討

令和3年度
予備調査

• 令和７年度の都市交通マスタープラン策定に向け協議会を設置。
• 令和４年度から５年度は主に実態調査に向けた審議を実施。

全体スケジュール

２．これまでの協議会について

令和４年度
事前検討
調査の必要性、調査方法等の検討

年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

主な内容 ・これまでの都市交通MP
・実態調査の背景と目的
・調査方法等

・調査票の設計
・調査実施
・調査結果中間とりまとめ

・調査結果
・現況分析・将来予測

実施協議会 ・第１回委員会（令和４年７月）
・第１回幹事会（令和４年１２月）
・第２回委員会（令和４年１２月）
・第２回幹事会（令和５年３月）

・第３回幹事会（令和５年５月）
・第３回委員会（令和５年７月）
・第４回幹事会（令和６年１月）

・第５回幹事会（令和６年５月）
・第４回委員会（令和６年５月）

協議会スケジュール
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熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回委員会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 総合都市交通体系
調査について

(3) 実態調査の概要

(4) 今後のスケジュール

【令和4年 7月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回幹事会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 熊本都市圏交通実
態調査について

【①熊本都市圏交通
実態調査の概要

②実態調査の概要
③今後のスケジュール】

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回委員会

【審議事項】
(1) 第1回委員会資料

(2) 熊本都市圏総合都
市交通体系調査

(3) 実態調査

(4) 今後のスケジュール

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回幹事会

【審議事項】
(1) 第２回委員会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本ＰＴ調査方針
について

②熊本都市圏交通実態
調査(案)

③今後のスケジュール】

【令和5年3月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回幹事会

【審議事項】
(1) 第2回幹事会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本都市圏交通
実態調査(案)

②今後のスケジュール】

【令和5年5月】 【令和5年7月】

２．これまでの協議会について
これまでの協議会での審議事項これまでの協議会での審議事項

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回委員会

【審議事項】
(1) これまでの協議会

について
(2) 実態調査について
①本体調査
②付帯調査
③補完調査
④回収率向上方策
(3)将来像の仮設定

及び調査内容の整
理

(4)今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回幹事会

【審議事項】
１．これまでの協議会に

ついて

２．実態調査(パーソ
ントリップ調査）中間
とりまとめ

（１）調査方針
（２）調査実施
（３）調査結果
（４）今後のとりまとめ

４．今後のスケジュール

【令和6年 1月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第5回幹事会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）拡大・補正
（２）基礎集計結果

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回委員会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）基礎集計結果
（３）公表方法

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】
今回
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２．これまでの協議会について
熊本都市圏総合交通計画協議会 第1回委員会の概要熊本都市圏総合交通計画協議会 第1回委員会の概要
■実施日

令和4年（2022年） 7月7日（木）
■主な審議事項

・協議会要綱 ・これまでの総合都市交通体系調査 ・今回調査の背景及び目的 など

熊本都市圏総合都市交通計画協議会要綱（案） 

（名称） 

第１条 本会は、熊本都市圏総合都市交通計画協議会（以下「協議会」という。）と称

する。 

（目的） 

第２条 協議会は、熊本都市圏（以下「都市圏」という。）における望ましい交通のあ

るべき姿を目指して、関係機関相互により総合的な都市交通に関する検討及び協議

を行うことを目的とする。 

（協議事項） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するため、次の事項について検討及び協議する。

（１）都市圏における交通の実態把握に関する調査及び分析 

資料１ 



5

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回委員会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 総合都市交通体系
調査について

(3) 実態調査の概要

(4) 今後のスケジュール

【令和4年 7月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回幹事会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 熊本都市圏交通実
態調査について

【①熊本都市圏交通
実態調査の概要

②実態調査の概要
③今後のスケジュール】

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回委員会

【審議事項】
(1) 第1回委員会資料

(2) 熊本都市圏総合都
市交通体系調査

(3) 実態調査

(4) 今後のスケジュール

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回幹事会

【審議事項】
(1) 第２回委員会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本ＰＴ調査方針
について

②熊本都市圏交通実態
調査(案)

③今後のスケジュール】

【令和5年3月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回幹事会

【審議事項】
(1) 第2回幹事会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本都市圏交通
実態調査(案)

②今後のスケジュール】

【令和5年5月】 【令和5年7月】

２．これまでの協議会について
これまでの協議会での審議事項これまでの協議会での審議事項

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回委員会

【審議事項】
(1) これまでの協議会

について
(2) 実態調査について
①本体調査
②付帯調査
③補完調査
④回収率向上方策
(3)将来像の仮設定

及び調査内容の整
理

(4)今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回幹事会

【審議事項】
１．これまでの協議会に

ついて

２．実態調査(パーソ
ントリップ調査）中間
とりまとめ

（１）調査方針
（２）調査実施
（３）調査結果
（４）今後のとりまとめ

４．今後のスケジュール

【令和6年 1月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第5回幹事会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）拡大・補正
（２）基礎集計結果

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回委員会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）基礎集計結果
（３）公表方法

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】
今回
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２．これまでの協議会について
熊本都市圏総合交通計画協議会 第2回委員会の概要熊本都市圏総合交通計画協議会 第2回委員会の概要
■実施日

令和4年（2022年）12月23日（金）
■主な審議事項

・交通体系調査の手順 ・調査対象エリア ・目標サンプル数及び調査方法 ・予測モデル など
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熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回委員会

【審議事項】
(1) これまでの協議会

について
(2) 実態調査について
①本体調査
②付帯調査
③補完調査
④回収率向上方策
(3)将来像の仮設定

及び調査内容の整
理

(4)今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回委員会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 総合都市交通体系
調査について

(3) 実態調査の概要

(4) 今後のスケジュール

【令和4年 7月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回幹事会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 熊本都市圏交通実
態調査について

【①熊本都市圏交通
実態調査の概要

②実態調査の概要
③今後のスケジュール】

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回委員会

【審議事項】
(1) 第1回委員会資料

(2) 熊本都市圏総合都
市交通体系調査

(3) 実態調査

(4) 今後のスケジュール

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回幹事会

【審議事項】
(1) 第２回委員会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本ＰＴ調査方針
について

②熊本都市圏交通実態
調査(案)

③今後のスケジュール】

【令和5年3月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回幹事会

【審議事項】
(1) 第2回幹事会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本都市圏交通
実態調査(案)

②今後のスケジュール】

【令和5年5月】 【令和5年7月】

２．これまでの協議会について
これまでの協議会での審議事項これまでの協議会での審議事項

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回幹事会

【審議事項】
１．これまでの協議会に

ついて

２．実態調査(パーソ
ントリップ調査）中間
とりまとめ

（１）調査方針
（２）調査実施
（３）調査結果
（４）今後のとりまとめ

４．今後のスケジュール

【令和6年 1月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第5回幹事会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）拡大・補正
（２）基礎集計結果

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回委員会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）基礎集計結果
（３）公表方法

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】
今回
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２．これまでの協議会について
熊本都市圏総合交通計画協議会 第3回委員会の概要熊本都市圏総合交通計画協議会 第3回委員会の概要
■実施日

令和5年（2023年）7月21日（金）
■主な審議事項

・調査票の設計 ・調査方法 ・回収率向上方策 ・将来像の仮設定 など
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２．これまでの協議会について
熊本都市圏総合交通計画協議会 第3回委員会の概要熊本都市圏総合交通計画協議会 第3回委員会の概要
■実施日

令和5年（2023年）7月21日（金）
■主な審議事項

・調査票の設計 ・調査方法 ・回収率向上方策 ・将来像の仮設定 など
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熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回委員会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）基礎集計結果
（３）公表方法

４．今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回委員会

【審議事項】
(1) これまでの協議会

について
(2) 実態調査について
①本体調査
②付帯調査
③補完調査
④回収率向上方策
(3)将来像の仮設定

及び調査内容の整
理

(4)今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回委員会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 総合都市交通体系
調査について

(3) 実態調査の概要

(4) 今後のスケジュール

【令和4年 7月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回幹事会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 熊本都市圏交通実
態調査について

【①熊本都市圏交通
実態調査の概要

②実態調査の概要
③今後のスケジュール】

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回委員会

【審議事項】
(1) 第1回委員会資料

(2) 熊本都市圏総合都
市交通体系調査

(3) 実態調査

(4) 今後のスケジュール

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回幹事会

【審議事項】
(1) 第２回委員会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本ＰＴ調査方針
について

②熊本都市圏交通実態
調査(案)

③今後のスケジュール】

【令和5年3月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回幹事会

【審議事項】
(1) 第2回幹事会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本都市圏交通
実態調査(案)

②今後のスケジュール】

【令和5年5月】 【令和5年7月】

２．これまでの協議会について
これまでの協議会での審議事項これまでの協議会での審議事項

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回幹事会

【審議事項】
１．これまでの協議会に

ついて
２．実態調査(パーソ

ントリップ調査）中間
とりまとめ

（１）調査方針
（２）調査実施

（暫定版）
（３）調査結果
（４）今後のとりまとめ

４．今後のスケジュール

【令和6年 1月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第5回幹事会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）拡大・補正
（２）基礎集計結果

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】 【令和6年 5月】
今回
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２．これまでの協議会について
熊本都市圏総合交通計画協議会 第４、５回幹事会の概要熊本都市圏総合交通計画協議会 第４、５回幹事会の概要
■実施日

令和6年（2024年）1月29日（月）、令和6年（2024年）5月17日（金）
■主な審議事項

・調査結果中間とりまとめ ・調査結果（暫定版） ・今後のとりまとめ ・調査結果など
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熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回委員会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）基礎集計結果
（３）公表方法

４．今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回委員会

【審議事項】
(1) これまでの協議会

について
(2) 実態調査について
①本体調査
②付帯調査
③補完調査
④回収率向上方策
(3)将来像の仮設定

及び調査内容の整
理

(4)今後のスケジュール

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回委員会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 総合都市交通体系
調査について

(3) 実態調査の概要

(4) 今後のスケジュール

【令和4年 7月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第1回幹事会

【審議事項】
(1) 協議会について

(2) 熊本都市圏交通実
態調査について

【①熊本都市圏交通
実態調査の概要

②実態調査の概要
③今後のスケジュール】

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回委員会

【審議事項】
(1) 第1回委員会資料

(2) 熊本都市圏総合都
市交通体系調査

(3) 実態調査

(4) 今後のスケジュール

【令和4年12月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第2回幹事会

【審議事項】
(1) 第２回委員会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本ＰＴ調査方針
について

②熊本都市圏交通実態
調査(案)

③今後のスケジュール】

【令和5年3月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第3回幹事会

【審議事項】
(1) 第2回幹事会での

意見及び対応方針
について

(2) パーソントリップ調査
について

【①熊本都市圏交通
実態調査(案)

②今後のスケジュール】

【令和5年5月】 【令和5年7月】

２．これまでの協議会について
これまでの協議会での審議事項これまでの協議会での審議事項

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第4回幹事会

【審議事項】
１．これまでの協議会に

ついて
２．実態調査(パーソ

ントリップ調査）中間
とりまとめ

（１）調査方針
（２）調査実施

（暫定版）
（３）調査結果
（４）今後のとりまとめ

４．今後のスケジュール

【令和6年 1月】

熊本都市圏総合
交通計画協議会
第5回幹事会

【審議事項】
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会に
ついて

３．実態調査(パーソ
ントリップ調査）結果
（１）拡大・補正
（２）基礎集計結果

４．今後のスケジュール

【令和6年 5月】 【令和6年 5月】
今回



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール
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■本体調査
⇒ 誰が、いつ、どこに、何の目的で、どのような交通手段で移動したかについて

把握するために実施

■付帯調査
⇒ 各々の都市圏の計画課題にあわせて、必要な調査を実施

■補完調査
⇒ 本体調査を補完する目的で、道路断面の交通量や空港・駅の乗降客数および

移動の実態を把握するために調査を実施

• メインとなる本体調査、頻度や意向について確認する付帯調査、本体
調査を補完する補完調査の３つの調査を実施。

３．実態調査（1）回収結果
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●本体調査

➀ 世帯票 ② 個人票

●調査方法

①郵送 ②WEB

本体調査

• 本体調査は、世帯票により世帯構成、５歳以上を対象に、個人票に
より個人の1日の動き等について調査を実施。

世帯票

個人票

WEB

３．実態調査（1）回収結果
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• 付帯調査は、16歳以上を対象に、本体調査では把握できない普段の
生活などに関する調査（私事活動の頻度等）を実施。

●付帯調査

普段の生活などに関する調査

●調査方法

①郵送 ②WEB

付帯調査

付帯調査票

１．最近（概ね1か月）の私事活動（買物、通院、食事・社交・娯
楽）の状況について

・実施頻度

・主な目的地（2つまで）

・主な交通手段（2つまで）

２．モバイル端末の利用状況について

・モバイル端末の所有状況

・主に使用するモバイル端末

・モバイル端末で行うこと

３．ここ1ヶ月の外出頻度（平日、休日）などについて

・5年前との外出頻度を比べての増減

・現在の外出日数

・外出する頻度が減少した理由

４．公共交通を利用する際の困りごとについて

・公共交通利用時の困りごとの有無

・困りごとの具体的内容

・今後、身近にあったらよい移動支援サービス（上位3つ）

５．熊本都市圏の交通に関する理想の要望、現在感じる問題について

調査内容

３．実態調査（1）回収結果
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9月 10月 11月

4∼10 11∼17 18∼24 25∼1 2∼8 9∼15 16∼22 23∼29 30∼5 6～12 13～19 20～26 27～3

本体調査
付帯調査

補
完
調
査

コードン
ライン調査

着地調査

広報

• 令和５年（2023年）10～11月に調査を実施。
• 事前に各種広報により、周知を実施。

調査日
第2ロット

17日（火）
～

19日（木）

調査日
第1ロット

11日（水）
～

12日（木）

調査日
第3ロット

24日（火）
～

26日（木）

調査日
予備票

14日（火）
～

16日（木）

調査日
17日（火）

調査日
14日（火）

～
16日（木）

HP

SNS

街頭PR
17日（火）

ポスター・チラシ・デジタルサイネージ

テレビ・ラジオ

広報誌

３．実態調査（1）回収結果
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• 各種媒体を活用した広報を実施。
• ポスター・チラシ、テレビ・ラジオ、街頭PR、SNS、広報誌。
ポスター・チラシによる広報

SNSによる広報

テレビ・ラジオによる広報

街頭PR

＜テレビ＞
9月30日（土）若っとランド内 CM

10月 2日（月）ネプリーグ内 CM
10月 5日（木）こんばんは熊本市
10月 6日（金）くまモン☆ナビ内 CM

＜ラジオ＞
9月13日（水）県庁ダイアリー

11月 4日（土）声の市政だより

出典:こんばんは熊本市（熊本市）

出典:X（旧Twitter）

パーソントリップ調査の開始
に関する投稿

熊本都市バス:
熊本県立体育館前⇒
桜町バスターミナル

JR熊本駅
在来線口

10月4日（水）15時～15時20分
熊本市 下通アーケードにて実施
チラシ配布枚数:154枚

熊本市電
電停 デジタルサイネージ

広報誌による広報

出典:市政だより2023年10月号（熊本市）

出典:広報かしま
2023年9月号（嘉島町）

３．実態調査（1）回収結果
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• 熊本都市圏5歳以上人口約104.6万人のうち、必要標本数25,108
票を確保するため、約10万票の調査票を配布（配布世帯は約５万
世帯）。

居住人口 5歳以上人口 世帯数 5歳以上
世帯構成数
(R5.7.1)

必要標本率 必要
標本数

有効
世帯数

設定
回収率

調査対象
世帯票(配布)

調査対象
個人票(配布) 予備率 標本数 予備数

（世帯）
予備数

（個人）(R5.7.1) (R5.7.1) (R5.7.1)

a b c d=b/c e f=b*e g=f/d h i=g/h j=i*d k l=i*(k+1) m=l-i n=j*k

熊本市 730,666 700,750 357,118 1.96 2.40% 16,818 8,571 25.00% 34,283 67,272 20.00% 41,140 6,857 13,454

宇土市 36,397 34,988 15,963 2.19 2.40% 840 383 25.00% 1,532 3,359 20.00% 1,839 306 672

合志市 64,055 60,644 25,886 2.34 2.40% 1,455 621 25.00% 2,485 5,822 20.00% 2,982 497 1,164

大津町 35,897 34,183 15,822 2.16 2.40% 820 380 25.00% 1,519 3,282 20.00% 1,823 304 656

菊陽町 42,945 40,527 18,536 2.19 2.40% 973 445 25.00% 1,779 3,891 20.00% 2,135 356 778

西原村 6,921 6,682 2,943 2.27 2.40% 160 71 25.00% 283 641 20.00% 339 57 128

御船町 17,109 16,439 7,492 2.19 2.40% 395 180 25.00% 719 1,578 20.00% 863 144 316

嘉島町 10,124 9,540 4,087 2.33 2.40% 229 98 25.00% 392 916 20.00% 471 78 183

益城町 33,728 32,129 14,186 2.26 2.40% 771 340 25.00% 1,362 3,084 20.00% 1,634 272 617

甲佐町 10,191 9,867 4,425 2.23 2.40% 237 106 25.00% 425 947 20.00% 510 85 189

宇城市 57,166 55,202 25,131 2.20 2.40% 1,325 603 25.00% 2,413 5,299 20.00% 2,895 483 1,060

菊池市 46,869 45,229 20,069 2.25 2.40% 1,085 482 25.00% 1,927 4,342 20.00% 2,312 385 868

都市圏計 1,092,068 1,046,180 511,658 2.04 2.40% 25,108 12,280 25.00% 49,119 100,433 20.00% 58,943 9,824 20,087

必要標本数 配布世帯数 調査票配布数
都市圏

5歳以上人口

３．実態調査（1）回収結果



20

• 本体調査は30,243票の回収（必要標本数25,108票）。
• WEB回答の割合は34.4％（目標:30.0%、前回:9.0％）。

回答種別本体調査の実施工程及び配布・回収状況

N=16,857

①最終
配布世帯数

②郵送
回収数

③WEB
回収数

④合計回収数
（②+③）

⑤回収率
（④/①）

⑥WEB回答率
（③/④）

⑦調査票
回収数

第1ロット 15,901 3,756 1,926 5,681 35.7% 33.9% 9,909

第2ロット 15,838 3,579 1,883 5,457 34.5% 34.5% 9,918

第3ロット 15,836 3,573 1,846 5,413 34.2% 34.1% 9,754

予備票 1,084 155 139 293 27.1% 47.3% 662

合計 48,659 11,063 5,794 16,857※1 34.6% 34.4% 30,243

※提示した回収数、回収率は、速報値として集計。今後、回答内容の精査を踏まえ、集計値が変更する可能性あり。
※1郵送回答とWEB回答が重複している31世帯を含む

郵送

11,063 

65.6%

WEB

5,794 

34.4%

回収数・累積回収率（最終配布世帯数:48,659世帯）

34.6%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2,100

日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水木金土日

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112131415161718192021222324252627282930 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10111213141516171819202122232425262728293031

１０月 １１月 １２月

累
積

回
収

率

回
収

数
（

サ
ン

プ
ル

）

予備票
第3ロット
第2ロット
第1ロット
累積回収率

３．実態調査（1）回収結果
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付帯調査 配布・回収状況

• 付帯調査の回収数27,816票。
• 本体調査（30,243票）よりやや低い。

市町村名

付帯調査（16歳以上世帯員対象）

①最終
配布数 ②回収数（郵送） ③回収数（WEB） ④回収数（総数）

（②＋③）

熊本市 60,174 12,587 6,641 19,228

菊池市 4,384 798 270 1,068

宇土市 2,985 701 270 971

宇城市 4,963 1,084 390 1,474

合志市 4,903 993 479 1,472

大津町 2,860 499 284 783

菊陽町 3,351 585 452 1,037

西原村 603 124 48 172

御船町 1,420 290 124 414

嘉島町 788 153 73 226

益城町 2,748 502 215 717

甲佐町 884 218 36 254

都市圏計 90,063 18,534 9,282 27,816

３．実態調査（1）回収結果
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●コードンライン調査は、JR熊本駅、阿蘇くまもと空港（国内線）で乗降客数調査、OD調査等を実施。
●現地でのヒアリングに加え、ハガキやWEBでのアンケート調査も実施。
●JR熊本駅で665票、阿蘇くまもと空港で582票の回答が得られた。

項目 乗降客数調査 OD調査 交通機関別利用者数調査

調査予定時期 令和5年10月17日（火） 令和5年10月17日（火） 令和5年10月17日（火）

調査箇所

①熊本駅（新幹線口1箇所、在来線口1箇
所、新幹線⇔在来線改札1箇所）

②阿蘇くまもと空港（国内線出発口1箇所、
国内線到着口1箇所）

①熊本駅（新幹線口1箇所、在来線口1箇
所、新幹線⇔在来線改札1箇所）

②阿蘇くまもと空港（国内線出発口1箇所、
国内線到着口1箇所）

①阿蘇くまもと空港（単路部1箇所、駐車場
出口3箇所、各乗降場6箇所）

調査方法
＜計測分類＞乗車、降車別人数
＜観測方法＞人手観測

＜調査方法＞現地ヒアリング調査
アンケート調査（ハガキ）
アンケート調査（WEB）

＜計測分類＞交通機関別乗降車別人数
＜観測方法＞人手観測

回収数
（OD調査） －

①熊本駅:合計665票
②阿蘇くまもと空港:合計582票 －

乗降客数調査（JR熊本駅）

乗降客数調査（阿蘇くまもと空港）

OD調査（阿蘇くまもと空港） 交通機関別利用者数調査（阿蘇くまもと空港）

３．実態調査（1）回収結果
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▲着地調査対象企業等位置図

熊本市

合志市

菊陽町

大津町

菊池市

宇土市

宇城市

甲佐町

御船町

嘉島町

益城町

西原村

①東海大学
阿蘇くまもと
臨空キャンパス

（農学部のみ）

②セミコンテクノパーク

N

①東海大学
熊本キャンパス

（農学部のみ）

■調査の対象
①東海大学（農学部） 約700名
②セミコンテクノパーク対象企業 約10,000名
■回答数
①東海大学（農学部） 0票
②セミコンテクノパーク各社 424票

●着地調査は、東海大学及びセミコンテクノパーク内の従業員1,000人以上の企業を対象に実施。
●フリー調査は、本体調査対象外の方を対象に協議会HPから回答可能なフォームを開設。
●着地調査は計424票、フリー調査は52票の回答が得られた。

着地調査の実施概要着地調査の実施概要 本体調査（フリー回答）の実施概要本体調査（フリー回答）の実施概要

▲協議会HPの本体調査（フリー回答）開設

フリー回答の開設フリー回答の開設

■調査の対象
熊本都市圏内に居住されてている方

■回答数
52票（世帯票）

３．実態調査（1）回収結果
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• 本体調査全配布世帯にボールペンを進呈。
• WEB回答者にデジタルギフト券を進呈。

本体調査のインセンティブ

ボールペン（本体調査に同封） デジタルギフト券（100円分）

90ポイント 90円分

出典（株）NTTカードソリューション

【Web回答割合増加による効果】

約４００万円のコスト縮減
・調査票集計作業減
・データチェック等負担軽減

回収数増加
Web回答割合増加

３．実態調査（1）回収結果（その他）



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール
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• 調査結果について、熊本都市圏人口に合うように拡大処理が必要。

熊本都市圏内総人口
（5歳以上人口）
約104万6千人

熊本都市圏内総人口
（5歳以上人口）
約104万6千人

回収サンプル数
約3万200人

凡例
熊本都市圏

拡大
約34.6倍

拡大
約34.6倍

熊本都市圏の拡大イメージ

３．実態調査（２）調査結果
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• 本体調査と同様に着地調査、フリー回答を実施。回収状況について整理。
• 標本率をより向上させるために、本体調査に加え、着地調査、フリー回答結果を追加。

市区町村名
本体調査 着地調査 フリー回答 合計

世帯数 個人数 個人数 世帯数 個人数 個人数

熊本市中央区 2,905 5,079 32 4 6 5,117

熊本市東区 2,786 5,343 68 4 6 5,417

熊本市西区 1,404 2,562 6 6 11 2,579

熊本市南区 1,754 3,540 9 2 5 3,554

熊本市北区 2,022 3,995 43 5 8 4,046

菊池市 517 1,065 8 1 1 1,074

宇土市 471 976 0 0 0 976

宇城市 744 1,466 3 2 6 1,475

合志市 450 1,589 55 2 7 1,651

大津町 418 837 39 2 5 881

菊陽町 555 1,122 111 1 1 1,234

西原村 83 176 4 0 0 180

御船町 198 387 0 0 0 387

嘉島町 120 258 0 0 0 258

益城町 365 743 5 1 4 752

甲佐町 178 237 0 0 0 237

合計 14,970 29,375 383 30 60 29,818

標本率 － 2.81% 0.04% － 0.01% 2.85%

レコード数:68,571

３．実態調査（２）調査結果
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• 回収した調査票を用いて、各種統計データをもとに拡大し、補完調査
結果等により補正処理を行う。

エディティング
コーディングデータチェック

標本ファイルの作成

拡大係数設定

マスターデータの作成

補正係数設定

調査票の回収

調査結果（確定値）

各種統計データ
補完調査結果
交通関連ビッグデータ

３．実態調査（２）調査結果
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• データの拡大は、国勢調査、住民基本台帳等から整合的な係数を設定。
• 拡大後、交通手段（乗降客数、ICカードデータ、断面交通量等）を、各種データか

ら整合的な補正係数を設定。

調査票の点検
（エディティング）

コーディング

データの入力

データのチェック

標本ファイルの作成

データの拡大必要か

拡大係数入力

STOP

NO YES

補正係数の設定

マスターデータの作成

補正係数設定

行政区間×交通手段
OD表

標本ファイル（拡大後）
の集計値

2021(R3)
道路交通センサス

2023(R5)
トラカンデータ

2023(Ｒ5)ICカードデータ
（市電・熊電・バス）
2021(R3)JR統計データ

（駅乗降客数）

スクリーンライン間
自動車交通量

整合性

整合性

母集団ファイルの
集計値

調査票の回収

拡大係数の設定

2020(R2)国勢調査
性年齢別人口
（※住基人口で

R5に補正）

2023(R5)
自動車保有台数

2020(R2)国勢調査
市区町村別従業人口

（※住基人口で
R5に補正）

2020(R2)国勢調査
市区町村別通学人口

（※住基人口で
R5に補正）

市区町村別
性年齢別
夜間人口

市区町村別
自動車保有台数

市区町村別
従業者数

市区町村別
通学者数

標本ファイルの
集計値

母集団ファイルの
集計値

整合性

整合性

整合性

整合性

３．実態調査（２）調査結果
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• サンプルデータが都市圏全体となるように拡大係数を設定。

拡大係数のイメージ（市町村別性年齢別夜間人口の例）

母数
（夜間人口）

回収
サンプル数

熊本市中央区の
男性（15歳未満）の

人口

熊本市中央区の
男性（15歳未満）の

サンプル数合計

・・・ 9,938人

・・・ 324人

拡大係数 ＝ 9,938人 ÷ 324人 ＝ 30.7

※拡大係数30.7とは、1サンプルを拡大後に31人分として扱うことである。

３．実態調査（２）調査結果
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N
o ケース概要

夜間人口 従業者数 通学者数 自動車保有台数

集計値 統計値 一致率 集計値 統計値 一致率 集計値 統計値 一致率 集計値 統計値 一致率

① 性年代別人口
のみによる拡大 1,038,040 1,046,354 99.2% 564,190 470,376 119.9% 63,567 48,898 130.0% 691,062 613,248 112.7%

② 性年代別人口
のみによる拡大 1,045,437 1,046,354 99.9% 568,480 470,376 120.9% 52,009 48,898 106.4% 696,498 613,248 113.6%

③

性年代別人口
従業者数
通学者数
自動車保有台数に
よる拡大

961,456 1,046,354 91.9% 484,414 470,376 103.0% 53,280 48,898 109.0% 553,956 613,248 90.3%

④
性年代別人口
従業者数
通学者数
による拡大

1,044,902 1,046,354 99.9% 472,993 477,152 99.1% 47,198 49,572 95.2% 673,045 613,248 109.8%

・夜間人口、従業者数、通学者数、自動車保有台数全てで一致率が高いものを採用

拡大係数算定ケース一覧拡大係数算定ケース一覧

＜従業者人口、通学者数の集計値＞
統計値（従業者人口、通学者人口）は、住民基本台帳の増減率を乗じた推計値から住民基本台帳の人口をコントロールとした推計値に見直しを実施。
No①～③:2020(令和2)年国勢調査の従業者数に住民基本台帳ベースの人口増減率（2020(令和2)年→2023(令和5)年）を乗じて算出
No④ :2020(令和2)年国勢調査の従業者数（自市区町村で通勤、他市区町村で通勤）の構成比を2023(令和5)年住民基本台帳の性年代別人口に乗じて推計

ケース
No ケース概要

性年代別人口 従業者人口 通学者人口 自動車保有台数

住民基本台帳人口
（各市町村データ）
【2023(R5)年7月】

2020(R2)年国勢調査
第16-2表 男女，従業地・通学地
別就業者数（15歳以上）
を2023(R5)年住民基本台帳
【2023(R5)年7月】の人口で補正

2020(R2)年国勢調査
第16-3表 男女，従業地・通学地
別通学者数（15歳以上）
を2023(R5)年住民基本台帳
【2023(R5)年7月】の人口で補正

各県市町村別自動車保有車両数
(九州運輸局)【2023(R5)年3月末】
市区町村別軽自動車車両数
（一般社団法人 全国軽自動車協
会連合会）【2023(R5)年3月末】

①
性年代別人口のみで拡大 Cゾーン（227区分）

性別（2区分）
年代別（7区分）

― ― ―

②
性年代別人口のみで拡大 熊本市Bゾーン・その他B・市区町村別

（55区分）
性別（2区分）
年代別（7区分）

― ― ―

③
性年代別人口
従業者数
通学者数
自動車保有台数による拡大

熊本市Bゾーン・その他B・市区町村別
（55区分）
性別（2区分）
年代別（7区分）

自市区町村で従業（16区分）
他市区町村で従業（16区分）

自市区町村で通学（16区分）
他市区町村で通学（16区分）

市区町村別（16区分）

④
性年代別人口
従業者数
通学者数
による拡大

生活圏ゾーン区分（33区分）
性別（2区分）
年代別（7区分）

自市区町村で従業（16区分）
他市区町村で従業（16区分

自市区町村で通学（16区分）
他市区町村で通学（16区分） ―

●●:95%未満 ●●:95～105% ●●:105%以上

３．実態調査（２）調査結果
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• 公共交通利用の補正は、統計値と集計値の比較の結果、熊本電鉄、熊本市電を
対象。

公共交通利用の補正公共交通利用の補正

熊本市電熊本市電 路線バス路線バス

66.0％

104.6％

:補正実施対象

80.0％

JRJR

補正対象交通手段を設定

熊本電鉄熊本電鉄

133.0％

公共交通実績データ
（乗降客数データ、コードンライン調査結

果、ICカードデータ 等）

公共交通利用者数
（実績データ）

マスターデータ（拡大後）

公共交通利用トリップ数
（PTデータ）

PTデータと実績データを比較

交通機関名
乗降客数（人/日） 一致率

①統計値 ②集計値 ②/①

JR
鹿児島本線 31,513 26,960 85.6%
豊肥本線 37,709 28,433 75.4%

小計 69,222 55,393 80.0%
熊本電鉄 3,693 4,910 133.0%

熊本市電 28,874 19,044 66.0%
路線バス 66,557 69,590 104.6%

※JR新幹線は、熊本都市圏内々のトリップは存在しないため、補正の対象外とした。

３．実態調査（２）調査結果
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• 熊本電鉄の補正係数は、利用者数から算出。→補正係数 0.75
• 熊本市電の補正係数は、利用者数から算出。→補正係数 1.52

熊本電鉄補正係数熊本電鉄補正係数 熊本市電補正係数熊本市電補正係数

交通機関名
乗降客数（人/日） 一致率

補正係数
①統計値 ②集計値 ②/①

熊本電鉄 3,693 4,910 133.0% 0.75

交通機関名
乗降客数（人/日） 一致率

補正係数
①統計値 ②集計値 ②/①

熊本市電 28,874 19,044 66.0% 1.52

0.75倍 1.52倍

３．実態調査（２）調査結果
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• 自動車交通は、乗用車の交通量の割合に応じた貨物車（業務目
的）の交通量の補正を実施。

乗用車
（補正不要）

貨物車
（補正必要）

貨物車
（補正後）

11.05倍 6.9倍

2,853台/日

66台/日

729台/日

①白川渡河断面
ゾーン間交通量

（拡大後の値）

3,166台/日

862台/日

862台/日

②白川渡河断面
ゾーン間交通量
（スクリーンライン

交通量）
90%

（補正不要）

13%
（補正必要）

90%

捕捉率（①/②）

補正処理のイメージ（スクリーンライン間自動車交通量）

３．実態調査（２）調査結果

46台/日

46台/日

(業務目的)  (私用帰宅等)
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• 拡大処理は、標本サンプルを都市圏全体の母数（人口等）に拡大。
• 補正処理は、拡大処理後のトリップが公共交通利用者や自動車交通量の統計値を

再現できているかを確認し、再現性の精度が低い場合は補正を実施。

拡大処理（人口の拡大イメージ）拡大処理（人口の拡大イメージ） 補正処理補正処理

拡大後
集計値

標本
サンプル

拡大後
集計値

(104万人の
トリップ数)

（万人）

拡大・補正後
集計値

(104万人の
トリップ数)

標本サンプルから都市圏全体の人口等の母数に整合させる処理 統計値が既知である公共交通、自動車を対象に拡大後のトリップ数を
統計値のトリップ数に整合させる処理

拡大 補正

男性
49

女性
55 104万人

男性
1.4 女性

1.6

3.0万人

35倍 34倍

（万トリップ）
熊電
0.5

熊電
0.3

自転車
21.9

徒歩
36.1

二輪車
6.0

約202万
トリップ

約231万
トリップ

JR
3.1

市電
2.3

バス
6.4

市電
1.5

バス
6.4

乗用車類 1.0倍
貨物車類(業務目的) 11.05倍
貨物車類(使用帰宅等) 1.0倍

0.8倍

1.5倍

補正
なし

JR
3.1

二輪車
6.0

自動車
154.4

自動車
126.2

自転車
21.9

徒歩
36.1

補正
なし

補正
なし

３．実態調査（２）調査結果



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール
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H24 R5

• 熊本都市圏の人口は約1.06倍と増加傾向。
• 高齢者の人口が増加とともに、全体的に高齢化が進展。

熊本都市圏人口（5歳以上）熊本都市圏人口（5歳以上） 熊本都市圏年齢構成熊本都市圏年齢構成

熊本都市圏内の人口の
増減比は1.06

高齢者の人口増加

全体的に高齢化が進行

2012（H24） 2023（R5）

2023
（R5）

2012
（H24）

■■ 2012(H24)調査時の
熊本都市圏

■ 2023(R5)追加の
熊本都市圏

３．実態調査（２）調査結果 ①本体調査
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• 生成原単位は2.21、外出率は79.0％でともに減少。性別にみても同
様の傾向。外出していない人の約21.4%が在宅勤務を実施。

生成原単位・外出率 トリップ 人がある目的をもって、ある地点からある地
点へと移動する単位

生成原単位 ある地域に居住する人が行う1人1日あたり
の平均トリップ数

グロス 人口1人あたりのトリップ数

ネット 外出人口1人あたりのトリップ数

外出率 外出人口が全人口に占める割合

全体

男性 女性

在宅勤務の実施
（外出していない人のうち）

※抽出率 H9:6.8% H24:6.8% R5:2.4%

３．実態調査（２）調査結果 ①本体調査
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交通手段トリップ数

• 交通手段分担率は、自動車が最も多く、割合も増加。
• 自動車分担率は、男女ともに60代以上の割合が増加。
交通手段分担率

自動車分担率
男性 女性

※1997(H9)、2012(H24)は熊本都市圏交通都市マスタープランP15の「交通手段分担の変化」の数値を適用
※代表交通手段で分担率を算出。
※代表交通手段の優先順位は、鉄道、市電、バス、自動車、二輪車、徒歩。
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３．実態調査（２）調査結果 ①本体調査
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• 目的別構成比は、前回と同様の傾向。
• 目的別交通手段別構成比は、いずれも自動車が増加。
目的別構成比

目的別交通手段別構成比
2012（H24） 2023（R5）

※代表交通手段で分担率を算出。
※代表交通手段の優先順位は、鉄道、市電、バス、自動車、二輪車、徒歩。

私用Ⅰ 買物・食事・レジャー・散歩等

私用Ⅱ 通院・送迎・その他私用

業務Ⅰ 販売・配達・会議・集金・作業等

業務Ⅱ 農林漁業作業

帰宅Ⅰ 通勤・通学の復路

帰宅Ⅱ その他帰宅

1997
（H9）

2012
（H24）

2023
（R5）

３．実態調査（２）調査結果 ①本体調査
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• 自動車分担率（市区町村別）は、熊本市中心部から離れるにつれ
て増加する傾向。

自動車分担率

2012（H24） 2023（R5）

60.0％未満
60.0％ ～ 69.9％
70.0％ ～ 79.9％
80.0％以上

60.0％未満
60.0％ ～ 69.9％
70.0％ ～ 79.9％
80.0％以上

+2.5%

+3.3%
+3.3%

+3.7%

+7.5%

+12.7%

-

+6.2%

+5.1%

+4.9% -2.9%

+3.0%

+2.3%

+5.9%
-20.3%

+6.4%

-2.9%

-
-

３．実態調査（２）調査結果 ①本体調査
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• 公共交通分担率（市区町村別）は、熊本市中心部に近づくにつれ
て増加する傾向。

公共交通分担率

2012（H24） 2023（R5）

2.0％未満
2.0％ ～ 3.9％
4.0％ ～ 5.9％
6.0％以上

2.0％未満
2.0％ ～ 3.9％
4.0％ ～ 5.9％
6.0％以上

-2.1%
+0.8%+1.2%

+1.0%

+0.3%

-0.7%

-

+1.1%

+0.5%

-
-

+0.2% -0.6%

+0.4%

+0.1%

-0.1%
+1.9%

-0.7%

+0.8%

３．実態調査（２）調査結果 ①本体調査



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール



44

実施なし
13.2%

月1～5回
34.1%

月6～10回
28.5%

月11～15回
9.5%

月16～20回
7.9%

月21回以上
6.9%

最近（概ね1か月）の私事活動（買物）の状況について

• 私事活動（買物）の実施頻度は、「月1～5回」が34.1%、「月6～10回」が28.5%。
• 外出時の主な交通手段は自動車が76.6%と大半を占め、次いで徒歩が12.0%。
• 主な目的地は、熊本市に多く集中するが、合志市、大津町、宇城市、宇土市等も見られる。

n=25,566

n=21,496

実施頻度

外出時の主な交通手段

私事活動で外出する際の主な目的地（上位20位）
ゆめタウン光の森
1,045

イオンモール熊本
994

ゆめタウンはません
790

鶴屋百貨店
604

アミュプラザ
くまもと
452

メガセンタートライアル
上熊本店
403

宇土シティモール
364

THE FACTORY
ニシムタ合志店
352

ゆめタウン大江
346

サクラマチ
フードウェイ
307

イオンタウン
田崎
305

ゆめタウンサンピアン
305

マックスバリュ
サンロードシティ熊本店
296

サンリブシティ
くまなん
284

ハローデイさくらの森店
277

ゆめマート
清水
272

イオン大津店
272

メガセンタートライアル
大津店
221

マックスバリュ
新戸島店
218

イオンモール宇城
218

ゆめマート松橋
218

マックスバリュ
西熊本店
215

益城町

菊池市

大津町合志市

西原村

御船町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本市

菊陽町

嘉島町

自動車(自分で運転)
65.6%

徒歩
12.0%

自動車(他の人が運転)
11.0%

自転車
6.0%

バス
2.0%

バイク
1.8%

市電(路面電車)
0.4%

鉄道(JR、電鉄)
0.4%

タクシー
0.4%

その他
0.3%

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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実施なし
48.7%月1～5回

48.1%

月6～10回
2.1%

月11～15回
0.7%

月16～20回
0.2% 月21回以上

0.1%

最近（概ね1か月）の私事活動（通院）の状況について

n=12,350

n=25,566

実施頻度

外出時の主な交通手段

私事活動で外出する際の主な目的地（上位20位）

熊本大学病院
315

熊本赤十字病院
186

熊本機能病院
125

くまもと森都
総合病院
107

熊本中央病院
105

済生会熊本病院
102

西日本病院
96

国立病院機構
熊本医療センター
90

熊本市民病院
90

まつばせ児嶋クリニック
84

くわみず病院
81

熊本セントラル病院
71

熊本再春医療センター
71

くまもと青明病院
70

武蔵ヶ丘病院
67

陣内病院
65

西村クリニック
62

春日クリニック
61

伊東歯科
口腔病院
61

あわい眼科
59

• 私事活動（通院）の実施頻度は、「実施なし」が48.7%、「月1～5回」が48.1%。
• 外出時の主な交通手段は自動車が73.5%と大半を占め、次いで徒歩が10.7%。
• 主な目的地は、熊本市に多く集中するが、合志市、菊陽町、宇城市等も見られる。

自動車(自分で運転)
58.9%

自動車(他の人が運転)
14.6%

徒歩
10.7%

自転車
5.1%

バス
4.1%

タクシー
2.6%

バイク
2.1%

市電(路面電車)
0.6%

鉄道(JR、電鉄)
0.5%

その他
0.8%

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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最近（概ね1か月）の私事活動（食事・社交・娯楽）の状況について

n=12,202

n=25,566

実施なし
48.4%月1～5回

39.7%

月6～10回
8.2%

月11～15回
1.6%

月16～20回
1.3%

月21回以上
0.8%

実施頻度

外出時の主な交通手段

私事活動で外出する際の主な目的地（上位20位）
ゆめタウン光の森
677

鶴屋百貨店
446

ＴＯＨＯシネマズ
熊本サクラマチ
350

下通アーケード
122

イオンモール宇城
78

辛麺屋桝元
宇土シティモール店
69

ゆめタウンサンピアン
68

ユナイテッド・シネマ熊本
64

はま寿司 熊本武蔵ヶ丘店
63

阿蘇
63

はま寿司
宇土シティモール店
61

熊本県民総合運動公園
59

くら寿司 熊本新南部店
53

ＴＯＨＯシネマズ 光の森
48

えがお健康スタジアム
48

イオンモール熊本
639

ゆめタウンはません
427

はま寿司 熊本薄場店
73 はま寿司 熊本佐土原店

75

スシロー 熊本新外店
66

アミュプラザくまもと
546

• 私事活動（食事・社交・娯楽）の実施頻度は、「実施なし」が48.4%、「月1～5回」が39.7%。
• 外出時の主な交通手段は自動車が75.9%と大半を占め、次いで徒歩が8.3%。
• 主な目的地は、熊本市に多く集中するが、菊陽町、宇城市等も見られる。

自動車(自分で運転)
57.6%

自動車(他の人が運転)
18.3%

徒歩
8.3%

バス
6.4%

自転車
3.5%

鉄道(JR、電鉄)
1.6%

市電(路面電車)
1.5%

バイク
1.3%

タクシー
0.9%

その他
0.6%

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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スマートフォン
91.2%

携帯電話
7.7%

スマートウォッチ
0.1%タブレット端末

0.7%

モバイルパソコン
0.3%

モバイル端末の利用状況について

• モバイル端末の所有状況は約9割で、主に使用するモバイル端末はス
マートフォンが約9割。

• モバイル端末で行うことは、「通話・メール」が最も多く、「WEBサイト閲
覧・動画視聴」が6割以上。決済に関する利用は、「決済（買物）」
が約4割、「決済（公共交通支払い）」が約1割。

①モバイル端末の所有状況

②主に使用するモバイル端末

③モバイル端末で行うこと（複数回答）

n=23,211

n=23,688

n=24,415

持っている
93.6%

持っていない
6.4% 96.2%

(22,323)

63.8%
(14,808)

39.7%
(9,216)

39.4%
(9,145)

11.1%
(2,578)

8.8%
(2,041)

3.3%
(777)

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

通話・メール

WEBサイト閲覧・動画視聴

決済（買物）

SNS（情報入手）

SNS（情報発信）

決済（公共交通支払い）

その他

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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• 外出頻度（5年前に比べて）が減った人は、平日休日とも約3割。
• 平日は約４割の人が5日以上外出している。
• 休日は約２割の人が１日も外出していない。

外出頻度の変化（5年前に比べて）

現在の外出日数（週あたり）

ここ1ヶ月の外出頻度（平日、休日）などについて

30.9%

31.0%

61.3%

62.3%

7.7%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日

休日

減った 変わらない 増えた

n=24,495

n=24,060

15.8%

23.1%

10.4%

42.0%

10.5%

34.9%

10.5% 8.3% 44.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平日

休日

0日 1日 2日 3日 4日 5日

n=24,495

n=24,060

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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37.2% (2,619)

32.5% (2,283)

21.4% (1,502)

17.8% (1,255)

11.0% (777)

6.7% (472)

4.2% (292)

4.1% (287)

23.8% (1,675)

37.6% (2,634)

33.2% (2,330)

26.1% (1,827)

20.4% (1,430)

11.3% (794)

9.5% (669)

6.2% (438)

3.7% (259)

18.4% (1,293)

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

コロナの影響で外出を控えているから

以前に比べ体力が落ちたから

お金を浪費したくないから

外出する暇がないから・面倒だから

インターネットで生活が完結するから

屋内で活動（読書・ゲーム等）したいから

外出する移動手段がないから

免許を返納したから

その他

平日

n=7,035

休日

n=7,013

• 外出の減った理由は、コロナ禍での外出抑制や出費の抑制等の理由
が高い。

外出が減った理由

外出が減った理由（その他）

病気や治療に

関連する理由

48.3%

身体的制約

10.3%

生活環境の変化

31.0%

その他

6.9%感情

3.4%

病気や治療に

関連する理由

47.8%

身体的制約

13.0%

生活環境の変化

21.7%

その他

13.0%
感情

4.3%

休日

ここ1ヶ月の外出頻度（平日、休日）などについて（複数回答）

平日

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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• 公共交通を利用する際に困りごとがある人の割合は、36％。
• 地区別では、熊本市周辺部において割合が高い。

公共交通を利用する際の
困りごとがある人の割合（地区別）

公共交通を利用する際の困りごとの有無

n=24,791

ある

35.9%

ない

64.1%

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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• 困りごとの具体的理由は、「公共交通の運行本数が少ない、目的地ま
での便が少ない」が最も多く、「近くにバス停や駅がない」、「乗換えが面
倒」なども多い。

困りごとの具体的理由（複数回答）

公共交通を利用する際の困りごとについて

n=8,880

66.0%
(5,870)

31.0%
(2,761)

28.6%
(2,545)

21.5%
(1,914)

16.8%
(1,492)

11.1%
(986)

14.3%
(1,272)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通の運行本数が少ない・目的地までの便がない

近くにバス停や駅がない

乗換えが面倒

公共交通の料金が高い

公共交通が時刻表通りにこない

運転できない・運転を頼める人がいない

その他

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査



52

• 今後身近にあったらよい移動支援サービスは、「サブスクリプション・サービス」が最も多く、「スマートフォンのアプ
リ1つで目的地までの検索や決済ができるサービス」、「近くに交通機能が集約された施設などが整備される」
が次いで多い。

今後、身近にあったらよい移動支援サービス（複数回答）

n=24,791

＜主な回答内容＞
・バスサービスの改善
・鉄道網の改善
・タクシーの改善
・道路交通インフラ整備
・自転車とカーシェアリング
・自動運転車の普及
・決済方法の改善

38.1%
(9,452)

23.3%
(5,777 )

18.2%
(4,523)

18.2%
(4,508)

16.2%
(4,023)

10.0%
(2,478)

3.5%
(877)

26.5%
(6,568)

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一定の料金でバス・電車が乗り放題になる制度（サブスクリプション・サービス）

足腰の弱い人や車いすの人などを自動車で目的地まで運び、用務を手伝うサービス

大型のタクシーなどが安い相乗り料金で地域の中をまわるサービス

近くに交通機能が集約された施設などが整備される

スマートフォンのアプリ1つで目的地までの検索や決済ができるサービス

補助的な交通手段（電動カート・シェアサイクルなど）を貸し出すサービス

その他

特になし

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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• 熊本都市圏の交通に関する理想の要望、現在感じる問題は、「公共交通の改善」が
49%と最も多く、「交通渋滞に関して」が41%、「道路整備、維持管理に関して」が
22%。

主な自由意見（カテゴリ化した中で主だったものを記述）

1.道路整備、維持管理に関して
・都市高速道路・高規格道路の整備
・幹線道路での立体交差整備
・車線拡幅等による改良
・自転車の安全な走行環境の確保

2.公共交通の改善
・バス路線の充実と運行便数の拡充
・公共交通機関の運賃見直し
・公共交通機関の運行時間延⾧
・高齢者や子供の移動性向上

3.交通渋滞の解消
・渋滞対策の検討
・通勤・通学時間帯の渋滞対策
・公共交通機関の時間信頼性向上

4.その他
・運転マナー改善
・駐車場・駐輪場に関する要望

熊本都市圏の交通に関する理想の要望、現在感じる問題について

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査

21.7%

48.7%

40.6%

20.7%

0% 20% 40% 60%

1.道路整備、維持管理に関して

2.公共交通の改善

3.交通渋滞に関して

4.その他

（ ）1,306

（ ）2,929

（ ）2,446

（ ）1,246

6,019n=
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バスの増便と、近隣へのバス停の設置を希望します。電車は中心
市街地へ飲食に向かう際、重宝してます。これ以上、運賃の値上
げにならないことを希望します。深夜運行があるとありがたいです。
（50代女性 合志市）

熊本都市圏の交通に関する理想の要望、現在感じる問題について

①道路整備、維持管理に関する意見

②公共交通の改善に関する意見

④その他に関する意見

道路が狭いため、自転車での移動がしづらいです。自転車と自動
車が分離されていないため、通勤・帰宅時は非常に危険な状況で
す。（40代男性 熊本市中央区）

信号交差点がない熊本西環状道路のようなバイパスを整備して
もらいたいです。TSMC立地後、ストレスしかない状況です。
（30代男性 合志市）

バスの料金がもう少し安くなって欲しいです。
（10代女性 益城町）

熊本県は車がないと移動が大変です。地下鉄や路面電車などで市
内やあちこちに乗り換えなしで移動できたら良いと思います。（60代
男性 菊陽町）

合志市としては、熊本電鉄とJR・市電の乗り換えがスムーズにで
きると公共交通手段での移動がしやすくなります。
（40代男性 合志市）

高齢化率が進展する中で公共交通機関が統廃合されるのは不
便さを増⾧し外出頻度の減少につながると思います。
福祉の観点から、町内巡回バスの便数を増加し、運行路線を
増やしてほしいと思います。
また、高齢者だけでなく子供への対応としても大事と考えていま
す。（30代女性 菊陽町）

住宅地の道路でスピードの出しすぎが多いのではないかと思いま
す。子供、老人の歩行者を考えて運転して頂きたいと思います。
（80代男性 合志市）

駅やバス乗り場の近くに駐車場があったら使いやすいです。
（40代女性 大津町）

③交通渋滞の解消に関する意見

朝、夕ピーク時は国道3号や熊本西環状道路の渋滞により通行
しづらい状況です。細街路を通行せざるを得ないため、安全性が
心配です。また、細街路から幹線道路に流入し渋滞を悪化させて
いないか気になっております。（30代女性 熊本市南区）

公共交通機関（バス）を利用しても、渋滞にまき混まれて、到着
時間が読めないです。バスの到着を待ったりバス停まで行く時間を
考えると、自家用車の方が市街地には早く到着するため、夕ピーク
時は自家用車を利用することが多いです。
（40代男性 嘉島町）

セミコンテクノパークでは、朝夕の渋滞がひどいため、公共交通機関
がより便利になったり、道路工事等で交通状況が改善したりすると
大変ありがたいと感じています。（20代女性 菊陽町）

特に朝夕の出勤、帰宅時に熊本市内の渋滞がひどいです。それ
に伴いバスの遅延が当たり前のようにあります。（40代女性 御船
町）

バスは定刻通りに運行するべきと考えており、そのためにはバス専用
レーンの整備が必要と考えています。（40代男性 熊本市南区）

３．実態調査（２）調査結果 ②付帯調査
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３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール



56
※アクセス:そこまでの交通手段

イグレス:そこからの交通手段

• JR熊本駅は、圏内に比べて圏外では、市電の割合が多い。
• 阿蘇くまもと空港は、圏内に比べて圏外では、バスの割合が多い。

都市圏外アクセスイグレス手段（JR熊本駅）

都市圏内アクセスイグレス手段（阿蘇くまもと空港） 都市圏外アクセスイグレス手段（阿蘇くまもと空港）

都市圏内アクセスイグレス手段（JR熊本駅）

※代表交通手段で交通手段分担率を算出。
代表交通手段の優先順位は、鉄道、市電、バス、自動車、二輪車、徒歩。

※都市圏内とは、居住地が熊本都市圏
※都市圏外とは、居住地が熊本都市圏外

３．実態調査（２）調査結果 ③補完調査（コードンライン）



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール
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３．実態調査結果（３）公表方法

• 集計データは、都市交通調査PF及び協議会HPに掲載予定

都市交通調査プラットフォーム
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３．実態調査結果（３）公表方法

• 集計データは、都市交通調査PF及び協議会HPに掲載予定

（例）熊本県HP
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３．実態調査結果（３）公表方法

• 集計データは、都市交通調査PF及び協議会HPに掲載予定

熊本都市圏総合交通計画協議会HP https://kumamoto-pt.jp/
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３．実態調査結果（３）公表方法

• 非集計データ（マスターデータ等）は、「将来のまちづくりや交通計画な
どを検討する目的」で使用する場合のみ貸出

本体調査調査票（個人票）

（案）第５回熊本都市圏パーソントリップ調査データ貸出要領

申

請

者

熊
本
県
都
市
計
画
課
長

①データの貸出申請

⑥データの返却
⑦必要に応じて成果の提出

③貸出通知書
④データの貸出
※認められる場合のみ

②
使
用
目
的
等
内
容
確
認

⑤
デ
ー
タ
使
用
後
デ
ー
タ
削
除



本日の内容
１．要綱の改定について

２．これまでの協議会について

３．実態調査（パーソントリップ調査）結果
（１）回収結果
（２）調査結果

①本体調査
②付帯調査
③補完調査

（３）公表方法

４．今後のスケジュール
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令和7年度
都市交通マスタープラン策定

令和6年度
現況分析・将来予測

令和5年度
事前検討・実態調査

令和4年度
事前検討

令和3年度
予備調査

• 今年度は主に現況分析・将来予測を実施予定。
• 今後は、将来像や目標の設定に向け、随時、関係者ヒアリング等を行っていく予定。

令和６年度のスケジュール

４．今後のスケジュール

全体スケジュール

☆
★

☆
★◇


